ＣＥＣ２１ワークショップ　研修モジュール　
	（１）モジュール名
	Ｃ−５：バズセッション　モジュール

	（２）タイプ
	[　]Ａ：理論解説　　[　]Ｂ：課題解決　　[●]Ｃ：参加体験

	（３）主な能力
	（●）対話　　（●）交流　　（　）討論　　（　）説得・納得

	（４）準備物
	作成資料：「バズセッション」について　（紙・データ）　
計時用タイマー　　記録用紙　　振り返り用紙
（ＰＣ・実物投影機・プロジェクター）


（５）流れ　［４５分間］
	時
	主な活動内容
	具体的内容・備考

	　５分
１０分
５分
１０分
１０分
５分
	１．バズセッションについて
　　イメージを出し合う
２．バズセッションの概要を
理解する。

３．バズセッションの進め方を
　　確認する。
４．バズセッションを体験する

５．考えた実践プランを発表す
る。

６．研修後の振り返り（個人）
	研修への関心を高める。

「バズセッション」とは何だろう
バズセッションの「由来」「ねらい」について資料（プレゼン）をもとに確認する。
バズセッションの進め方を資料（プレゼン）をもとに確認する。
６人グループで６分間のバズセッション
を体験する。

アイデアを共有し、活用に向けたイメージを
確認する。
１グループにつき　１分間程度で発表。

振り返り用紙に記入し提出。（研修の評価）



（６）指導の手引での関連する内容　
　　　指導の手引き　P75　対話（図工）（２）イメージを互いに出し合わせる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［作成者：　高島　裕樹］
テーマ「バズセッションの実践プラン」


※バズセッションを実践できる場面を考えより多く出し合う。








